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神戸市北区湿地群に生息するオナシカワゲラNemoura fulvaの生活史 

渡辺昌造（ひとはく地域研究員） 

 

はじめに 

水生昆虫のカワゲラ目の一種であるオナシカワゲラNemoura fulva (Samal, 1921)は、日本に唯

一生息するオナシカワゲラ属Nemouraに属し、兵庫県内では15種が知られている。成虫による分類

が主で、幼虫による分類は、稲田(2018)により示されている。本報告では、兵庫県神戸市北区にあ

る小規模湿地群の1か所に生息しているオナシカワゲラ個体群のなかのオナシカワゲラを分類し、

その生活史を明らかにする。 

 

材料と方法 

調査場所は、神戸市北区山田町上谷上

の丹生山系内にある小規模湿地群の1

か所で、調査期間は2016年3月から

2018年 7月まで行った。調査方法は、

幼虫採集を1～2か月ごとに底泥をネ

ットすくいにより行い、成虫採集は5

月～8月に小型ライトトラップあるい

は捕虫網でスイ―ピングで行った。採

集品はエタノール70％で固定し、体

長、頭幅長、翅包長を双眼実体顕微鏡

下でマイクロメータを用いて測定した

（25μm単位）。カワゲラ幼虫は多く

の脱皮により成長するため、翅包長の

伸長により成熟を確認した。幼虫成長

は、採集月ごとに頭幅長、翅包長のヒ

ストグラムを作成した。                         図 1．調査場所 

 

結果 

成熟幼虫は、３月～4月と11月に出現し、5月下旬には見られなくなった。翅包の発達していない

未熟幼虫は、6月～7月に採集したが、孵化幼虫を含め若齢幼虫は採集できなかった。成虫は、2016

年3月、2017年3月～5月、7月にオス9頭、メス1頭を採集した。2018年 6月24日には、湿地岸

辺で発見した卵塊を採集し、室温にて飼育孵化を行い、オナシカワゲラ属と確認できたが、オナシカ

ワゲラとは確認できなかった。卵塊は、岸辺の長さ約10ｍに9個を確認した。採集した卵塊は、溶

解が進み5㎜幅、22㎜長さに変形しており、1個の卵の直径は約0.2mmであった。7月1日に数頭の

孵化幼虫を確認した（体長0.5mm、頭幅長0.1mm）が、生存数は減少していき、7月16日に最後の1

頭を確認した（（体長0.65mm、頭幅長0.15mm）。 
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図 2．採集日ごとの頭幅長・翅包長ヒストグラムの変化 

 

図 3．頭幅長と体長および翅包長との関係 

 

 頭幅長に対する体長はほぼ比例し、その相関式は、体長(BL)=3.568×頭幅長(HW)＋1.165 (スピアマ

ンの順位相関係数 0.60、p<0.001) であった。頭幅長と翅包長との関係は、頭幅の増加に伴って、指数

的に増加した。 
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写真 1．オナシカワゲラ幼虫（左）、成虫（右） 

 

 

考察  

本調査地の個体群は、1年に2回の羽化と考えられる。さらに卵塊、孵化幼虫を含む若齢幼虫、成

虫の通年の野外採集により、生活史の確証を行う必要がある。産卵場所は、湿地周辺の岸辺の湿潤

部である可能性がある。孵化幼虫の飼育により、幼虫の同定が確実に行うことや、成虫の産卵行動

により、本種の産卵場所を特定することができる。幼虫の形態変化は、体長については頭幅長と比

例したが、翅包長は指数的に増加し、脱皮成長と関係なく翅包が成長していることがうかがえた。 
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